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第5章 村落実態調査 

 
5.1 対象村落の選定 
 
5.1.1 要請村落 

 
カンボディア政府により要請された調査対象村落の総数は 572 村落である。このうち 303 村

落は実態調査対象村落に選定し、30 村落を優先村落とした。 

 
(1) 位置と人口 
要請村落の位置は図 5.1に、また州別村落数と人口を表 5.1に示す。大部分の要請村落はコ

ンポンチナン州の西部とコンポンチャム州東部に位置しており、メコン川とトンレサップ川

に挟まれた調査地域中央部の要請村落は少ない。 
コンポンチナン州要請村落(203 村落)の平均人口は 719 人で、最小と最大はそれぞれ 96 人と

3,823 人である。またコンポンチャム州要請村落(369 村落)の平均人口は 844 人で最小と最大

はそれぞれ 28 人と 4,573 人である。 

 
(2) 水源 
1998 年センサスによれば約 70％の所帯は手掘り浅井戸を水源としている、メコン川に近い

村落では全体の 12-13%の所帯が河川水を水源としている。管井戸は３番目の水源で 8-11%
を占めている。管井戸はコンポンチャム州西部とコンポンチナン州の東部で多い（図 
5.2）。 

 
5.1.2 対象村落の選定方法 

 
要請村落から次のクライテリアにより実態調査村落（303 村落）と優先村落(30 村落)を選別

した。 
① 手掘り井戸への依存率：50%以上 
② 村へのアクセス：乾期にトラック搭載型リグ及び 4WD が通行可能 
③ 管井戸への依存率または充足度：10%以下 

以上に加えて地下水盆の特性を考慮すると共に極度に少ない人口の村を除外した。 
選定のフローチャートを図 5.3に示す。 
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表 5.1 各地区毎の要請村落数 

Province District No. of Requested 
Village 

Memot 162 
Ponhea Kraek 12 
Kaoh Soutin 31 
Steung Trang 15 
Dombae 2 
Krouch Chhmar 34 
Thboung Khmum 42 
Ou Reang Ov 48 
Chamkar Leu 13 
Chheung Prey 10 

Kampong Cham 

Total 369 
Kg. Leng 29 
Kg. Tralaach 32 
Rolea Bier 27 
Tueck Phos 48 
Kg. Chhnang 6 
Chol Kiri 2 
Saamakki Mean Chey 28 
Baribour 31 

Kampong Chhnang 

Total 203 
Grand Total  572 

 
 

表 5.2 要請村落の所帯数と人口 
Identified Village by 1998 Census Province Number of 

Requested 
Villages 

No. of 
Villages 

Population Household Average 
Population 
per village 

Kg.Cham 
 

377 341 287,712 56,334 844 

Kg.Chhnang 
 

203 202 145,193 29,671 719 

Total 
 

580 543 432,905 86,005 797 
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図 5.3 優先村落および実態調査村落選定のフローチャート 
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5.2 303 村落の実態調査 
 

5.2.1 目的と調査方法 
 

調査の目的は地下水開発及び給水計画策定のために対象村落の社会経済、水利用、衛生の実

態を把握することである。 

 
調査はインタビュー及びアンケートにより行った。 

 
(1) 村落代表者インタビュー 
インタビューシートを用いて各村の村長、VDC メンバー、有力者等のグループから社会経

済、教育、保健衛生、給水の各分野について聞き取りを行った。グループは平均で男性３

人、女性２人の５人からなる。 

 
(2) 所帯インタビュー 
303 村落総所帯数の 10%にあたる 5,715 サンプルについて所帯インタビューを行った。所帯

の選定に当たっては既存水源からの距離や女性所帯主について考慮した。 
インタビューでは水利用、水源への距離、水質、水質への満足度、水汲み回数と時間等につ

いて質問した。とくに、水汲みについてはジェンダー視点から検討するため、全ての家族構

成員ごとに役割を調査した。 

 
(3) ビレッジマッピング 
村の代表者インタビューに基づき既存水源の位置や公共施設を入れた簡略なビレッジマップ

を作成し、所帯の選定やインタビューに使用した。 

 
5.2.2 社会経済の状況 

 
(1) 人口 
303 村落の総人口は 258,983 人で総所帯数は 51,422 である。村の平均人口は 855 人、所帯数

は 170 で、１所帯５人である。最大の村落人口は 5,120 最小は 256 人である。 

 
(2) 人口増加率 
1998 年の人口センサスをもとに実際の村の人口動態を考慮すると人口増加率は 2.23%と推定

される。 

 
(3) 男女比及び女性所帯 
男女比は 0.94、女性所帯は平均で 17%である。 
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(4) 民族と宗教 
多数民族はクメールが全体の 87.4%を占めておりチャムが 12.1%である。ごく少数の華人と

ベトナム人がいる。宗教はクメールのほとんどが仏教でありチャムのほとんどは回教であ

る。 

 
(5) 経済 
村の経済指標として所帯当たりの農用地面積をみると、各村最大値の平均は 3.24ha 最小値の

平均は 0.41ha、平均で 1.21ha である。また、土地なし農民がいる村は 303 村中 212 村落あ

り、全体所帯数の 12.2%を占めている。 

 
(6) 教育 
対象村落の約 50%の村に小学校がある。その他のほとんどの村も 5km 以内に小学校がある

が 6km 以上の村が 5 村ある。識字率は全体的に低い。識字率 60%以下の村落は 303 村落中

208 村落（約 70%）を占める（図 5.4）。 

 
(7) 村落の組織 
村は伝統的に村長、村長補佐らにより運営されている。村の組織は葬儀や学校、寺に関する

もので、共同作業を行うような組織はほとんどない。近年はカンボディア政府の政策によ

り、PDRD や援助機関の支援により村落開発のための VDC が設立されている。すでに 303
村落中 160 村に VDC が設立され、このうち 69 村に VWC と WPC がある。 

 
(8) 政府機関による農村開発活動 
303 村中 202 村において、農業、給水・衛生、保健教育等の分野での開発活動が行われてい

る。とくに保健分野では、222 村落でワクチンの接種や病気についての啓蒙活動が活発に行

われている。なお、給水・衛生分野は新水源開発と衛生教育が含まれている。 
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図 5.4 成人識字率による村落数分布 

******** Classification according to the adult literacy rate *****************
Group A: The rate is over 80 % Group D: The rate is 21- 40 %
Group B: The rate is 61- 80 % Group E: The rate is 20% and lower
Group C: The rate is 41- 60 %
****************************************************************************************
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図 5.5 成人男女の識字率による村落数分布 

84 55

44

61 58

78

45

8435 62

Male

Female

A B C D E

A B C D E

 5-8 



 要約     第５章  村落実態調査 
  

5.2.3 給水状況 
 

(1) 水源数と水使用 
303 村の水源は手掘り井戸が最も多く 12,519 ヶ所ある。このほか、管井戸 721 ヶ所、河川

192 ヶ所、池 223 ヶ所、その他 106 ヶ所である。１村落平均の水源数は手掘り井戸が 39 ヶ所

である。季節別にみると手掘り井戸に依存する割合は、乾期には 71%であるが雨期には雨水

が利用されるため 59%に低下する。 

 
手掘り井戸は最もよく使われる水源であり一ヶ所当たりの使用人数は平均で 41.3 人である。

一方、管井戸は数が少なく１村落当たり平均 2.4 ヶ所であるが、303 村落のうちまったく管

井戸がない村が 54%を占めている。 

 
川と池は主に家畜用に利用されている。また、雨水はどの村でも雨期によく使用されている

が、利用者は全所帯の 30%以下である。買水はメコン川とトンレサップ川周辺の村で多い。

水の価格は１リットル 5-10 リエルである。 

 
(2) 水の用途と飲料水の煮沸 
水は飲料、調理、洗濯、水浴、園芸、家畜など各用途に使用されている。池と川の水は他の

水源に比べると家畜用水に使用される割合が高く、それぞれ約 80%と 60%にも達している。 

 
(3) 水使用料 
平均水使用量は一人当たり 151.1 リッターでその用途別内訳は下表のとおりである。 

 
表 5.3 水使用量 (単位: litter/person/day) 

用途 雨期 乾期 平均 
飲料 2.2 3.1 2.6 
炊事 8.6 9.0 8.8 
水浴 59.5 75.1 67.3 
洗濯 26.2 26.7 26.4 
園芸 6.3 36.6 21.5 
家畜 9.2 35.1 22.1 
その他 2.4 2.4 2.4 
合計 114.4 187.9 151.1 

 
(4) 水源への距離 
水源までの距離は約 90%の村で 500m 以内である。そのうち 30m 以内にあるものはほぼ 50%
である。平均距離は乾期で 68m、雨期で 61m である。水源別に見ると、手掘り井戸と管井
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戸は 30m 以内にあるものが 60%を占めている。 

 
(5) 水汲み 
水汲みの役割は男女共同で担っているが、女性の水汲みがやや多く 56%を占めている。また

１日の水汲み回数の平均は乾期で 4.4 回、雨期で 3.7 回であり、水汲みに費やす時間は１回

当たり平均 13 分である。 

 
5.2.4 ハンドポンプの維持管理 

 
(1) VDC,VWC 及び WPC 
既に述べたように約 52%の村に VDC が設立されている。給水施設建設後の VWC と WPC に

関しては 95%の住民が設立の意志を示した。 

 
(2) ハンドポンプ 
既存のハンドポンプは No.6、Afridev、India MarkⅡまたはⅢの順に多い。 

 
(3) 修理工及びスペアパーツ 
約 70%の村にはハンドポンプを修理できる人も工具もスペアパーツもない。ほとんどの住民

がポンプの維持管理訓練の必要性を感じている。 

 
(4) 維持管理費の支払い意志 
ほとんどの住民は支払い意志を示すが、その額は月額１所帯当たり 100～500 リエルであ

る。 

 
5.2.5 地下水開発に当たっての情報 

 
(1) 住民の関心 
給水について住民の一番の関心は水量である。またほぼ同数で水質がそれに次ぐ。 

 
(2) 用地 
管井戸を掘削するための用地取得はどの村でもほとんど問題がない。 

 
(3) アクセス・電力・交通 
4WD 車両による村へのアクセスが通年可能な村は 45%である。乾期のみに通行可能な村は

49%であり、どちらの時期にも困難な村が 6%ある。また電力がある村は 3%である。公共輸

送サービスが受けられるのは 25%である。 
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(4) 建設資材 
砂、礫などは調達できる村があるがセメント、燃料はほとんど調達できない。 

 
(5) 洪水 
67％の村は洪水の経験がない。その他の村は年数回以上の洪水経験がある。しかし洪水によ

り 25cm 以上浸水した村は全体の 20%である。 

 
5.2.6 保健衛生の状況 

 
(1) 病気 
303 村落住民の病気はチフス、皮膚病、下痢及び熱病が大半を占める。これらはいずれも清

潔な飲料水がないことが一因である。マラリアもあるが深刻に受け止める住民は少ない。 

 
(2) 公共医療 
303 村落における保健・医療従事者数は下表のとおりである。これら４種の医療従事者が揃

う村は 19 村にすぎない。また各地区にはヘルスセンターが設置されている。しかしその距

離は 5km 以内が 170 村、5km 以上 20km 未満が 114 村、20km 以上が 7 村で、村内にあるの

は 22 村である。 

 
表 5.4 村落における医療従事者数 

 看護婦 助産婦 医療ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 出産手伝い 

Number 117 95 55 259 

 
(3) 便所 
303 村落中 171 村では個人の便所はない。便所が 6 ヶ所以上ある村は 54 村で 30 村は 1 ヶ所

だけである。また公共便所のある村は極めて少なく 48 村落のみである。 

 
 
5.3 優先村落の実態調査 
 
実態調査対象村落からコンポンチャム州 20 村落、コンポンチナン州 10 村落を優先村落とし

て選定して詳細な実態調査を行った(図 5.6)。優先村落の人口データ及び実態調査結果の総

括をそれぞれ表 5.6及び表 5.7に示す。 

 
5.3.1 人口と居住形態 

 
(1) 人口 
コンポンチナン州 10 村落の平均人口は 843 人である。最小人口は Kdol（No.R114G）の 420
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人、最大人口は Khbal Damrie(No.R197G)の 1,723 人である。また、コンポンチャム州 21 村の

平均人口は 1,121 人で、最小人口は Chheu Teal Chrum(No.R273M)の 388 人、最大人口は P.Ti 
Prammuoy(No.R248M)の 1,861 人である。 

 
(2) 女性所帯 
女性所帯主の割合は、コンポンチナン州平均で 21.6%、コンポンチャム州で 16.3%であり、

コンポンチナン州の Prey Pis (No.045G)のように 42%にも達する村がある。 

 
(3) 帰還者及び移住者 
帰還所帯数はコンポンチナン州で 77 所帯あるが、コンポンチャム州では 13 所帯にすぎな

い。一方、移住所帯はコンポンチナン州で 64 所帯、コンポンチャム州では 83 所帯ある。帰

還所帯も移住所帯も特定の村に集中している。 

 
(4) 居住形態 
村は家の分布密度に応じて密集型、中間型、分散型に区分できる。コンポンチャム州では密

集型が多いがコンポンチナン州は少ない。 

 
(5) 民族と宗教 
クメール族が 83%を占める。チャム族の村は 4 村である。宗教はそれぞれ仏教と回教であ

る。 

 
5.3.2 組織、公共サービス、道路等 

 
(1) 組織 
VDC はコンポンチナン州で 2 村、コンポンチャム州で 3 村設立されている。 

 
(2) 公共サービス 
ほとんどの村またはその周辺の村に小学校がある。しかし、大半の学校では校舎、机と椅

子、教材、教員が不足している。医療設備はほとんどの村にない。保健センターまでの距離

はコンポンチナン州では平均 13km、コンポンチャム州では平均 5.5km である。 

 
(3) 道路・交通・電力 
優先村落として選定したためアクセスは比較的良好である。村内の道路は良好とは云えない

が自転車やバイクが使われている。国道 5 号線沿いの Ponley(R189G)以外には村に電力はな

い。 
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5.3.3 経済活動 
 

(1) 農業 
農業はほとんど全ての村落の主産業である。低地にある村落は天水かんがいにより米を耕作

している。コンポンチャム州のメモット地区のように丘陵地にある村落はカシューナッツ、

コーヒー、煙草を栽培しており米作は少ない。 

 
(2) 家畜 
どの村でも牛、水牛、豚、鶏が主な家畜である。チャムの村では豚は飼われていない。 

 
(3) その他 
その他産業としては、手工芸、製材、家禽、れんが、炭、薪などの生産・販売がある。 

 
5.3.4 所帯収入 

 
各村の平均所帯収入を表 5.5に示す。所帯収入は一般的に少なく年間 80 万から 150 万リエル

であり 200 万リエル以上の村は 3 村のみである。 

 
表 5.5 平均所帯収入  (単位: リエル) 

 Rice Other 
Crops 

Livestock Others Total 

Kg.Chhnang 優先村落 405,000 30,000 89,000 277,000 801,000 
Kg. Cham 優先村落 447,619 179,524 127,143 408,571 1,162,857 

Source: JICA Village Survey, 2001 
 
5.3.5 給水の状況 
 
(1) コンポンチナン州優先村落 
手掘り井戸は主水源であり平均で 39 ヶ所ある。しかし、その数は Ponley (R189G)のように

100 ヶ所もある村や Trapeang Khtum (R035G)のように 5 ヶ所しかない村もあり幅がある。管

井戸は 10 村の内 4 村にある。その総数は 21 ヶ所であるが公共井戸は 11 ヶ所で他は個人用

井戸である。また、Krasang Doh Laeung (R096G)と Dam Nak Ampil (R114G)は川と泉を補助

水源としている。Kbal Damrei (R197G)のトンレサップ川に近い集落では河川水を利用してい

る。雨水は８村でよく使われている。水使用量は飲料、炊事、洗濯用に一人一日平均 58 リ

ッターである。 

 
(2) コンポンチャム州優先村落 
この州でも手掘り井戸は主水源であり平均で 38 ヶ所ある。その数は Angkam (R127M)のよう
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に 200 ヶ所もある村から Meapuk (R015M)のように１ヶ所しかない村まで幅がある。管井戸

のある村は限られており 21 村落中 8 村落に 18 ヶ所である。またこのうち 14 ヶ所は個人用

井戸である。Phum Ti Prammuoy (R248M) と Kanor Dambang ( R376M)では河川水と泉をそれ

ぞれ併用している。また雨水を利用する村は 21 村中 12 村ある。水使用量は飲料、炊事、洗

濯用に一人一日平均 60 リッターである。 
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表 5.6 優先村落の人口統計 
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表 5.7（1/2） コンポンチナン州優先村落の調査結果 
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表 5.7（2/2） コンポンチナン州優先村落の調査結果 
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5.4 既存ハンドポンプの使用状況 
 

5.4.1 調査目的と方法 
 

実態調査対象の 303 村落には MRD や援助団体により建設された 721 ヶ所のハンドポンプ付

き管井戸がある。管井戸１ヶ所当たりの人口は平均 360 人である。一方手掘り井戸は 303 村

落全体で 12,519 ヶ所あり１ヶ所当たりの人口は約 20 人である。住民は利便性を求める結果

手近の水源を利用するため、過去に建設された管井戸の中にはあまり使用されないものも観

察される。将来の地下水開発計画では給水施設へのアクセスの公平性を確保すると共に社会

的格差を生じないよう配慮が必要である。 

 
そこで、給水計画の資料を得るため実態調査村落およびそれ以外の村落から 37 村落(総人口

32,564 人)の 643 所帯（総所帯数推定 6,513 所帯の約 10%）を抽出して、ハンドポンプの使用

状況について所帯調査を行った。調査村落は、1) 政府または援助機関のみによりハンドポ

ンプが設置されていること 2) ハンドポンプが稼働中であること、をクライテリアに抽出し

た。 

 
5.4.2 調査結果 

 
(1) ハンドポンプ数と使用率 
37 村落にはハンドポンプ付き管井戸は合計 109 ヶ所ありハンドポンプ１ヶ所当たりの人口は

299 人(推定 60 所帯)である。調査データの得られた 638 所帯中、ハンドポンプを使用してい

る所帯数は 192 所帯であり、使用率は平均 30%であった（１ヶ所当たり推定 18 所帯が使

用）。当然のことながら使用率はハンドポンプ数が多い村ほど高くなる傾向がある。 

 
(2) ハンドポンプまでの距離 
ハンドポンプまでの距離と使用の関係は図 5.7に示すように極めて明瞭であり 30m 以内にあ

る所帯はほぼ 100%近くハンドポンプ使用しているのに対し 100m を超えると使用所帯と不

使用所帯は逆転している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 5-19 



カンボディア国中部地下水開発計画調査 
  

 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

- 30  metres

31-50 metres

51-100 metres

101-250 metres

251-500 metres

501 metres-

Household using Household not using

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.7 距離とハンドポンプ使用状況 

 
(3) 所帯経済との関係 
調査対象所帯の富裕度を４段階に区分し各クラス毎にハンドポンプ使用と不使用を検討した

がクラス間に有意な差は認められない。 

 
(4) 女性所帯との関係 
女性所帯の不使用率は高い傾向があるが統計的に有意な差は認められない。 

 
(5) 維持管理組織との関係 
使用率を VWC のある村とない村で比較するとそれぞれ平均で 52%と 13%であった。明らか

に VWC があると使用率が高い。 

 
(6) 住民参加との関係 
給水プロジェクトへの住民参加と使用率の関係を、計画段階、建設段階、維持管理段階の３

段階についてみると、ハンドポンプを使用する所帯の 70％は計画または建設段階のいずれ

かに参加している。これに対してハンドポンプを使用しない所帯では住民参加したものは

49%であり、明らかに住民参加した所帯のハンドポンプ使用率が高い（図 5.8）。 

 
しかし、一方で住民参加をしてもハンドポンプをなんらかの理由で使用しない所帯が 51％
あることにも注意が必要である。また、ハンドポンプ使用所帯の 30%は住民参加していな

い。これは一種の「ただ乗り」であり計画上配慮すべき事項である。 
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 use hand pump
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図 5.8 ハンドポンプ使用所帯と不使用所帯の住民参加度合い 

 
ハンドポンプを使用しない理由は「距離が遠い」が最も多い。これについで「水質が悪い」

「味が悪い」を理由とするものが多い。また、所帯の中には自家用井戸を持つものもあり

「必要がない」という理由をあげる所帯が見られる。 

 
 
5.5 ジェンダー分析 

 
5.5.1 カンボディア女性の概況 
 
(1) 社会的地位 
カンボディア女性は伝統的に早婚であり、親族関係が緊密ななかにあって女性は男性と平等

に扱われている。農村社会における労働に性差はなくほとんどの仕事は男女共同で行われ

る。しかし家庭では女性は家計を任され育児に従事するのに対し、子供の教育は夫が管理す

るのが一般的である。 

 
女性の社会的地位は法の下に平等とされている。カンボディアは歴史的に見て他の国よりも

公正であり、相続法も男女平等を規定しており離婚も認められている。しかし、社会的に寡

婦の地位は低く見られており、女性は結婚後家庭にとどまり育児に専念することを望む傾向

がある。 
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(2) 社会参加 
カンボディア国憲法は女性に対して男性と同様に政治、経済、文化、社会への参加を促して

いる。また、労働基準法は男女平等賃金や出産休暇などを認めている。しかし実際には女性

を重要な労働力として認めていない産業が都市部には多い。また、政治や社会への関わりは

少なく女性が重要な意志決定を行う地位に就くことは少ない。カンボディアでは女性が政治

に関わることは適切でないと考えられる傾向がある。しかし、先年行われた国政選挙に於け

る女性の投票率は高く、女性の政治的参加への意欲は高い。 

 
(3) 保健衛生と教育 
カンボディア農村女性の健康状況は一般的に良好とは云えない。これは主に不衛生な生活環

境に於ける出産や農作業などの重労働に伴うもので、出産時死亡率、乳幼児死亡率、婦人病

の罹患率は高率である。 

 
カンボディアでは一般に教育機会そのものが少ないが、男性は労働力として受け入れられや

すいため、女性よりも男性の教育期間の方が長い。このため、15 才以上の女性識字率は全国

平均で 58%にすぎない。また、産業への女性就労率は農村部においては農業と林業とで 90% 
を占めるが、製造業等とサービス業へはそれぞれ 2%と 8%にすぎない。 

 
(4) 女性所帯 
カンボディアでは女性所帯は社会的弱者の一つである。女性所帯の農地は小さいが農作業の

人手がないため人を雇わなければならない。また、男性所帯と同様な農作業に従事している

ため時間がなく種々の社会的サービスも受けることができない。1998 年センサスによれば女

性所帯は全所帯の 25.7％を占めている。また実態調査対象の 303 村落では 17%を占めてい

る。 

 
5.5.2 ジェンダー分析結果 

 
(1) 労働に於ける性差 
ジェンダー調査によれば労働に於ける男女の性差はほとんどなく大部分の生産労働種目は男

性と女性が共同しておこなっている。しかし男性は農作業の中でもより重労働を受け持って

いる。また再生産労働では性差が認められ、家事と家族の保健衛生は女性が行い、男性は家

の修理や家具作りを行う。しかし、水汲みの役割は男性と女性が共同して行っている。 

 
(2) 村及び家族の意志決定 
村及び家族の問題についての意志決定は男女平等である。女性は他の住民がいないときには

自分の意見をはっきりという傾向がある。また、クメールとチャムを比較すると、チャムの

女性は夫の意見に従う傾向がある。 
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(3) 資産の管理 
女性は男性と対等に土地、住居、水、金、家畜等の資産を管理している。 

 
(4) 女性と水 
水汲みは男女共同で行われるが半数以上は女性が行っている。これは、女性の仕事のほとん

どが炊事、洗濯、園芸、家族の保健衛生など水に関わっているためである。従って女性は村

の新しい給水施設を利用するだけではなく、給水施設の便益を最大にするための担い手でも

ある。 
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第6章 住民参加プログラム 

 
6.1 目的と実施方針 
 
この住民参加プログラムは、試掘調査を行った優先村落において給水施設維持管理の必要性

の周知徹底、村落給水管理手法のガイダンス、ハンドポンプ修理技術の訓練、衛生教育等を

行い、住民の維持管理能力を開発（エンパワーメント）することを目的とした。また、併せ

て PDRD 及び MRD スタッフのトレーナーズトレーニングを通じて、中央から地方へ、維持

管理に関する責任と権限及び技術の移転を行うことも目的とした。 

 
プログラムでは住民主体の会合を開き、給水施設維持管理について住民自身が討議を行っ

た。外部者はあくまでも必要な最小限の情報や方法を提示するに留め、住民自身が判断し、

決定するのを手助けすることにした。 

 
カンボディア国では地方開発省（MRD）が VLOM ガイドラインを作成している。住民の会

合では、ガイドラインを参考に、組織の運営・管理手法や VWC／WPC 規約の見本を説明す

るとともに、視覚的な材料を使用して村落住民の問題意識の向上を図った。 

 
6.2 給水施設の設置 
 
優先村落の試掘井にハンドポンプ及びプラットフォームを設置した。 

 
(1) 深井戸とハンドポンプ 
試掘井の平均深度は 65 ｍで 6 インチの PVC ケーシングが挿入されている。スクリーン開口

率は 5 %である（図 6.1）。 

 
(2) ハンドポンプ 
調査対象地域では AfridevⅢ、No.6、Tara、India MarkⅡ/ III 等が使用されている。Afridev ポ

ンプはカンボディア国のガイドライン(1993)で推奨されておりスペアパーツも入手できるの

でこのハンドポンプを設置した。 

 
(3) プラットフォーム 
カンボディア南部の地下水開発調査経験に基づきプラットフォームデザインを変更した。プ

ラットホームは鉄筋コンクリート製で厚さ 0.3 m、広さは 2.5 m×3.8 m で、長さ 5m、幅

0.35m 深さ 0.2m の鉄筋コンクリート製排水溝を設置した（図 6.2）。 
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(4) 鉄分除去装置 
鉄分濃度が WHO ガイドライン(0.3mg/l)を超える井戸 10 箇所に鉄分除去のためのフィルター

を設置した（図 6.3）。 

 
 
6.3 啓蒙活動 

 
6.3.1 中央と地方レベルの活動 
 
調査団は給水施設の各村落の維持管理組織（水管理委員会：VWC、水源委員会：WPC）設

立に先立って DRWS スタッフと VLOM ガイドライン、VWC/WPC の役割、OM の役割等に

ついて協議を行い、住民による維持管理組織設立の方針を立てるとともに教育教材を準備し

た。 

 
地方開発部（PDRD）の組織の現状と改善方法についてインタビューを行い、DRWS で取る

べき対策を検討した。また、維持管理用機材やスペアパーツの整備・保管状況、県・コミュ

ーン・村への連絡手段等についても事情を聴取した。次いで PDRD スタッフに対し、O&M
組織設立と運営、衛生保健教育、ハンドポンプ維持管理、利用者登録等について、1 箇所の

パイロット村で OJT による実地訓練を行った。 

 
6.3.2 村落レベルの活動 
 
(1) 施設建設前 
住民集会を開き、パンフレットを配布し、給水施設の必要性、建設場所、OM 参加の意志、

維持管理費の支払い意志などについて話し合った。 

 
(2) 施設建設中の準備活動 
維持管理組織(VWC と WPC)の 設立指導を行った。VWC は村落レベルでの水問題を解決す

るために設置した。メンバーは利用者だけではなく非利用者も加わえて委員会を構成した。

表 6.1 に設立した VWC と WPC のメンバーを示す。 

 
WPC は水源（ハンドポンプ）毎に組織される水利用者委員会であり、実際の O&M 活動を行

う最小の組織単位である。WPC は VLOM の核となって水利用者である住民の積極的な参加

により O&M 活動を行う。WPC は水利用者の動員、ハンドポンプの維持管理、運営資金の管

理、水利用と衛生教育のフォローアップ、水源に関する様様な問題の解決を責務とする。 

 
WPC はメンバーから二人のケアテーカー（男女各 1 名）及びプラットフォーム清掃係（男

女各 1 名）を選任した。ケアテーカーの主な任務は、ハンドポンプの点検・修理、利用者の
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指導、運営資金の徴収及び管理である。また、プラットフォーム清掃係は、ハンドポンプ周

辺の清掃、利用者への衛生指導が主な任務である。WPC の役員はいずれもメンバーからの

互選で決定した。 

 
(3) 施設建設後 
施設建設後は、ハンドポンプの修理訓練、VWC/WPC の運営指導、衛生教育を実施した。 

 
 
6.4 維持管理・衛生教育 
 
給水施設維持管理の必要性を住民に啓蒙し、維持管理手法の教育とハンドポンプ修理の実地

訓練、衛生教育を行った。 

 
6.4.1 教育プログラム 

 
(1) 維持管理組織運営 
組織の規約やメンバーの登録、水基金の徴収と管理について指導する。また、スペアパーツ

の値段やハンドポンプ新規購入の積立金、重故障修理の際の PDRD スタッフ手当て等につい

て助言する。 

 
(2) ハンドポンプ維持管理教育 
ケアテーカーに対し PDRD スタッフが Afridev ハンドポンプの軽微な故障修理のトレーニン

グを行う。訓練はポスターを使ったポンプ機構の説明、消耗する部品、ポンプの検査の仕

方、工具の使い方、ポンプの解体・組み立て・再設置、スペアパーツの交換方法等の実技で

ある。 

 
(3) 衛生教育 
ポスター、リーフレットを使って安全な水についての説明を行い、池・川・浅井戸等の汚染

された水源に替えてハンドポンプの使用を奨励する。また、プラットフォームと周辺の清

掃、手洗い、水浴び、清潔な食器の使用等衛生習慣についても啓蒙を行う。 

 
6.4.2 教育機材 
教育機材は次のものを使用し DRWS スタッフが住民に説明した。 

� 維持管理組織設立マニュアル 
� ハンドポンプ維持管理マニュアル、ポスター 
� 衛生教育ポスター 
� 衛生教育マニュアル 
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これらの教材は住民に受け入れられ、維持管理と衛生についての理解が進んだ。しかし、維

持管理・衛生教育の住民への浸透には長い時間を要する。今後の給水計画では衛生教育をそ

のコンポーネントに加え、維持管理教育と同時に実施することが望ましい。また衛生教育に

当たってはビデオなど視覚的教材をできるだけ多く用いるべきである。 
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図 6.2 プラットホームと排水溝のデザイン 
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C
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鉄分除去装置

（IRD）

SECTION YY SECTION XX SECTION ZZ

PLAN

Y X

Z Z

DETAIL AT A

A  Aeration Channel

B  Sedimentation Chamber

C  Absorption Chamber

D  Filtration Chamber

NOTES :-
・ Size of charcoal should be 13-15 approximately.
・ Plugs should be removed and chambers flushed with clean
   water approx. every 2 weeks.  Top of filter 'D' should be
   discarded, and made with similar materials.
・ The 100 dia. PVC pipe should be cut on the top with slots
   50 ctc in the first third, 40 ctc in the middle third, and
   10 ctc in the last third of the pipe measuring from inlet.
・ All floors are to slope towards the outlet pipe.
・ All 20 mm. dia. holes should be covered with PVC mesh.
・ All dimensions are in millimeters.

C
D

図　6.3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.3 鉄分除去装置（IRD） 
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表 6.1 優先村落に設立した VWC と WPC メンバー 
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